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手づくりのシフォンケーキと
サンドイッチ
ファミリア

北里予坂ﾉ 、ウス
中央区北野町２( 北野坂）

垂2 2 2 - 3 5 3 5
１１A M ～６ＰＭ月曜休

舶来民芸品・アンティーク

神戸ｺ ﾚ ｸ ｼ ｵ ﾝ
北野通店念2 2 2 - 2 4 6 8

１０畑～５瓢
異人館通店冠2 2 2 - 3 6 0 0

１０M I ～８凶

手づくりの店

がれりあ馬亜乃
区北野町４丁目９－８
b タノサーカス山側
竃2 4 2 - 5 0 0 5

1 1 岨～ワ郷水曜休

一秤一

早
中央区山

花と植木

楽 園
本通３丁目バス停前
垂2 2 1 - 1 5 8 5
９：３０A 』l ～７剛

スカンディナビア料理と
世界の民族音楽の店

ゴックスタッド
中央区山本通回教寺院前

盆2 4 各0 １３１
１ＭM～5 F M《ティータイム）
５F M ～1 A M ( ディナータイム）

無休

フランス料理

ピストロドゥリヨン
中央区山本通２

念2 2 1 - 2
丁目1 3 - 6
727

正午～1 O P M 月電休

メンバーズラゥンジ

異 人坂
中央区北野町２丁目9 - 2 2
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うろこの家
中央区北野町２丁目
念242．‐６５３０

異人館のユーハイム

ﾗ ｲ ﾝ の館
中央区北野町２丁目1 0 - 2 4

壷”ｸ ｰ 6 2 6 6
1 0 A M ～６ｐＭ第３木B 捜定休

北野町ワン・ポイント＜３＞
不動坂の途中、六甲荘の前か
ら異人館通りをしばらく歩く
と左手に浦酒な教会がある。
神戸バプテスト教会だ。いか
にもお伽噺に出て来るような
可愛い感じが北野によく合う。

美容室

ブルーあきら
中央区北野町３丁目

念2 2 1 - 9 0 8 0
9 ＡＭ－８ＰＭ月･ 第３火休

ギャラ

神
リー・ティールーム

戸時代
や山手通１丁目2 3 - 1 0
・トウ
念2 4 2

1 1 A H ～s P M ( ティータイム】土暇休
Ｂ腿～1 2 剛（ドリンクタイム）日祝休

北辱麦誓ブハ
中央区北野町１丁目5 - 7

台222-5123
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( ランチ/ クインズランチは３剛まで）
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神戸割烹

お可川
中央区北野町１丁目5 - 1 0

金2 2 2 - 3 5 1 1
１１A』l～９剛

英国風レストラン

St・GeorgeJapan
中央区北野町１丁目2 - 1 7

念2 4 2 - 1 2 3 4
1 1 岨～４噸( ランチタイム）

５剛～1 1 P M < 会員制）

真珠･ 宝石･ アクセサリー専門店

ｻﾛﾝ･ド･バーﾉﾚ北野
( 栄光宝飾）

中央区北野町４丁目8 - 3
会う”- 1 4 0 6

スパニッシュレストラン

エノレヴィノ
中央区北野町３丁目Ｐ

アニルドマンション１Ｆ盆2 4 1 - 1 3 4 4
束門店／か3 3 2 - 6 6 3 6

水曜休

オリジナルファッション･ ブティック

魔女大里最世子
中央区北野町４丁目異人館倶楽部

念2 2 野1 7 7 3
1 1 A u ～８剛第３月休

フランス料理

ジャン・ムーラン
中央区北野町３丁目１－１

念2 ４２－４１８８
１１：３０A l』～２剛
S P M ～1 0 ＦＭ水曜休 -ノ
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意欲的《行動的な
ブラジル日系Z 世
沢口･ マリア･ クリスチーナさん

ヨ
ン
ニ
チ
ワ
、
サ
ワ
グ
チ
で
す
」
と
、
人
な
つ
こ
い
笑
顔
で

現
わ
れ
た
彼
女
は
、
コ
ト
バ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
す
こ
し
違
う
か
な

と
感
じ
る
く
ら
い
で
、
ど
こ
に
で
も
い
そ
う
な
明
か
る
く
活
発
な

女
子
大
生
だ
っ
た
。

沢
口
・
マ
リ
ア
・
ク
リ
ス
チ
ー
ナ
（
型
歳
）
。
名
前
で
わ
か
る
よ

う
に
日
系
二
世
。
兵
庫
県
出
身
移
住
者
子
弟
内
地
留
学
制
度
の
受

け
入
れ
で
、
こ
の
四
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
パ
ラ
ナ
州
サ
ン
ジ
ョ
セ
ド

ス
・
カ
ン
ポ
ス
か
ら
夙
川
短
期
大
学
へ
織
物
を
学
び
に
き
た
ば
か

り
の
ピ
カ
ピ
カ
留
学
生
。

三
十
年
前
、
鶏
の
鑑
別
士
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
彼
女
の

お
父
さ
ん
は
、
豊
岡
の
出
身
。
当
初
二
年
間
の
予
定
が
ブ
ラ
ジ
ル

に
骨
を
う
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
今
は
十
万
羽
も
い
る
養

鶏
場
に
勤
め
て
い
る
。
優
し
く
家
庭
的
な
お
母
さ
ん
は
名
古
屋
の

出
身
。
お
医
者
さ
ん
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
研
究
を
し
て
い
る

二
人
の
お
姉
さ
ん
は
、
各
々
に
ブ
ラ
ジ
ル
と
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
の
人

と
結
婚
し
、
進
歩
的
で
国
際
色
豊
か
な
家
庭
の
よ
う
だ
。

両
親
は
、
彼
女
の
日
本
留
学
を
と
て
も
喜
び
、
日
本
を
、
日
本

簿
錨
夢

署

可
詫

左が取材中の臼杵さん

畳＆

の
人
達
を
自
分
の
目
で
よ
く
み
て
き
な
さ
い
と
送
り
だ
し
て
く
れ

た
。
彼
女
の
留
学
の
目
的
は
勉
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
分
に

と
っ
て
の
日
本
を
考
え
る
機
会
。
そ
れ
は
日
本
を
こ
こ
ろ
の
基
盤

と
し
て
、
異
郷
で
苦
労
し
て
今
日
を
築
き
あ
げ
た
一
世
の
人
達
と
、

そ
の
地
で
生
ま
れ
育
ち
ま
っ
た
く
日
本
を
知
ら
ぬ
二
世
の
人
達
と

の
間
に
は
、
世
代
の
違
い
だ
け
で
は
い
い
切
れ
な
喝
も
の
の
見

方
、
考
え
方
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
違
い
を
じ
か
に
日
本

と
触
れ
て
、
体
で
こ
こ
ろ
で
掴
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

話
を
し
て
い
る
と
、
頭
の
回
転
が
早
く
、
意
欲
的
で
行
動
力
の

あ
る
女
性
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
「
学
校
の
友
達
は
、
み
ん

な
親
切
だ
し
や
さ
し
い
よ
。
で
も
ね
、
ち
ょ
っ
と
子
供
っ
ぽ
い
み

た
い
」
と
。
ど
こ
が
と
訊
ね
る
と
、
「
だ
っ
て
、
結
婚
の
こ
と
ば
か

り
考
え
て
る
で
し
よ
。
ワ
タ
シ
は
も
っ
と
も
っ
と
色
ん
な
こ
と
を

し
て
、
そ
の
な
か
か
ら
自
分
に
一
番
合
っ
た
生
き
方
を
み
つ
け
だ

し
た
い
の
。
そ
れ
に
、
お
姉
さ
ん
達
が
国
際
結
婚
だ
と
い
う
と
ビ

ッ
ク
リ
す
る
の
よ
・
ブ
ラ
ジ
ル
入
っ
て
い
っ
て
も
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

系
、
メ
キ
シ
コ
系
、
中
国
系
、
日
系
と
か
色
ん
な
国
が
混
じ
っ
て

臼杵百合子
くルポライター〉
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界
は
広
い
わ
」
と
も
。
新
天
地
を
め
ざ
し
た
両
親
の
開
拓
精
神
を

受
け
つ
ぎ
、
未
来
に
か
け
る
夢
も
、
自
分
の
可
能
性
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
も
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
。

西
宮
で
下
宿
し
て
い
る
。
「
自
炊
よ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
大
学
に
行

っ
て
い
る
時
、
お
姉
さ
ん
と
二
人
で
暮
し
て
た
か
ら
お
料
理
は
馴

れ
て
る
し
、
な
ん
で
も
食
べ
る
け
ど
、
困
る
の
は
銭
湯
よ
」
と
の

こ
と
。
ま
だ
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
は
か
か
っ
て
な
い
が
、
今
一
番
の

楽
し
み
は
、
大
好
き
な
ジ
ャ
ズ
の
テ
ー
プ
を
聞
く
こ
と
、
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
の
手
紙
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
留
学
生
達
と
思
い
っ
き
り
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
で
話
す
こ
と
。

生
ま
れ
て
初
め
て
、
自
分
と
同
じ
よ
う
な
顔
ば
か
り
の
日
本
人

の
な
か
に
入
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
、
と
ま
ど
っ
て
い
る
。
に
ぎ
や
か

い
る
か
ら
、
な
に
人
っ
て
い
う
感
覚
が
あ
ん
ま
り
な
い
け
ど
、
日

本
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
み
た
い
」
と
い
う
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
輝
く
太
陽
、

青
い
空
、
広
々
と
し
た
天
地
、
そ
し
て
コ
ト
バ
も
人
種
も
入
り
混

っ
た
な
か
で
伸
び
伸
び
と
育
っ
た
彼
女
は
、
国
際
感
覚
も
身
に
つ

け
て
い
る
し
、
「
将
来
、
暮
し
て
い
く
と
こ
ろ
は
ブ
ラ
ジ
ル
と
は
限

ら
な
い
の
。
自
分
に
一
番
適
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
さ
が
す
の
、
世

､ｐＴ１

れ
な
い
。

躍
動
感
が
あ
り
、
自
己
主
張

も
ハ
ツ
キ
リ
し
て
い
て
、
や
は

り
日
本
人
ぱ
な
れ
し
た
女
性
と

も
思
っ
た
が
、
染
織
研
究
室
で
、

彼
女
の
は
た
台
を
み
た
時
、
根

気
と
粘
り
の
い
る
こ
と
に
ひ
か

れ
る
、
よ
り
日
本
的
な
、
表
面

に
で
て
い
な
い
彼
女
の
静
の
部

分
も
感
じ
た
。
日
本
人
な
の
か
、

ブ
ラ
ジ
ル
人
な
の
か
と
無
理
に

区
別
す
る
必
要
は
な
い
よ
う
に

思
え
る
。
静
と
動
、
二
つ
の
国

の
文
化
が
、
自
分
の
体
の
な
か

で
溶
け
あ
っ
て
い
る
と
い
う
自

信
を
持
っ
て
、
お
お
い
に
羽
ぱ

チャレンジ精神旺盛なクリスチーナさん

ク
リ
ス
チ
ー
ナ
さ
ん
、
あ
な
た
が
御
両
親
か
ら
聞
い
て
い
た
日

本
と
は
随
分
違
っ
て
い
る
と
思
う
し
、
期
待
は
ず
れ
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
で
も
、
日
本
は
素
晴
し
い
国
で
す
よ
。
み
つ
け
て
下
さ
い

そ
の
目
で
、
そ
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
御
両
親
に
楽
し
い
報
告
が
出
来

る
よ
う
に
、
体
に
気
を
つ
け
て
見
聞
を
広
め
て
下
さ
い
ね
。

一
年
間
の
留
学
を
終
え
た
時
、
ど
ん
な
感
想
を
語
っ
て
く
れ
る

の
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

た
い
て
ほ
し
い
も
の
。
幅
の
広
い
国
際
人
と
な
れ
る
可
能
性
が
彼

女
に
は
あ
る
の
だ
か
ら
。

で
、
楽
天
的
に
行
動
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
友
達
に
く
ら
べ
て
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
、
独
り
で
考
え
、
独
り
で
行
動
す
る
の
が
好
き
だ

っ
た
り
、
喜
怒
哀
楽
を
表
面
に
だ
さ
な
い
ほ
う
が
美
し
い
と
も
思

い
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
自
分
は
日
本
人
だ
と
感
じ
て
い
た
。
で
も

今
は
、
習
慣
や
表
現
の
違
い
に
、
「
ワ
タ
シ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
だ
っ

た
」
と
い
う
の
が
、
目
下
の
と
こ
ろ
彼
女
の
自
己
診
断
。
ま
ず
、

恥
郵
叶
銃
柳
祷
諦
鍔
鍾
症
計
鐸
郷
酔
鎚
諏
巷
穂
軒
癖
郵
啄
鑑
雛
堕
。
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前
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市
助
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竜一一舌

（
神
戸
市
長
）

（
大
フ
ィ
ル
指
揮
者
）

（
作
策
）

（
神
戸
商
船
大
学
々
長
）

（
神
戸
大
学
々
長
）

一
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識
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一
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曇■口 ▲中突堤地区再開発基本栂想の一試案(全体完成予想図）
q 神戸｢ 日本丸_ j 誘致推進会発会式

筆
雲
宮
崎
辰
雄

会
長
朝
比
奈
隆

型
宴
陳
舜
臣

松
本
吉
春

尭
天
義
久

１
戸
合
・
凸

帆
船
〃
日
本
丸
〃
・

ニ
ッ
ポ
ン
マ
ル
・

ニ
ホ
ン
マ
ル
と
は
呼
ば
な
い
。

が
、
い
い
船
名
で
あ
る
・
帆
船
〃
日
本
丸
〃
を
呼
ぶ
と
き
の
遠
い

眼
は
、
海
へ
の
ロ
マ
ン
で
あ
り
、
海
洋
国
日
本
の
シ
ン
ボ
ル
と
思

う
。
日
本
の
海
の
男
た
ち
を
育
て
た
こ
の
日
本
丸
と
海
王
丸
が
生

れ
た
の
は
こ
の
神
戸
だ
。
母
な
る
港
コ
ウ
ベ
で
あ
る
。

練
習
帆
船
「
日
本
丸
」
は
、
昭
和
五
年
一
月
十
五
日
。

姉
妹
船
の
「
海
王
丸
」
は
、
昭
和
五
年
二
月
十
四
日
。

い
づ
れ
も
、
川
崎
重
工
業
神
戸
造
船
所
の
前
身
川
崎
造
船
所
で

建
造
さ
れ
た
。
一
昨
年
は
五
十
周
年
と
い
う
半
世
紀
を
迎
え
、
神

戸
港
を
基
地
と
し
て
度
々
入
港
す
る
こ
の
練
習
帆
船
に
、
神
戸
っ

子
た
ち
は
限
り
な
い
憧
慢
と
、
愛
着
を
抱
い
て
き
た
。

こ
の
白
い
船
体
と
四
本
マ
ス
ト
の
愛
す
べ
き
練
習
帆
船
「
日
本

丸
」
は
、
半
世
紀
の
波
涛
を
越
え
、
訓
練
生
た
ち
の
手
塩
に
か
け
て

磨
き
あ
げ
て
は
い
る
が
、
い
よ
い
よ
五
十
九
年
秋
に
引
退
し
、
新
し

い
「
日
本
丸
」
が
建
造
さ
れ
る
。

新
し
い
「
日
本
丸
」
の
建
造
費
は
約
七
十
億
円
。
運
輸
省
航
海

訓
練
所
の
国
の
予
算
に
、
今
年
十
億
円
が
計
上
さ
れ
、
現
在
の
全

長
九
七
米
、
最
大
巾
一
一
一
・
九
米
（
二
二
八
○
ト
ン
）
が
、
二
八
○
○

ト
ン
と
一
廻
り
大
き
く
な
る
が
、
白
い
船
体
に
四
本
マ
ス
ト
の
船

体
は
そ
の
ま
ま
だ
と
い
う
。
入
礼
は
六
月
中
に
行
わ
れ
る
予
定
で

新
し
い
「
日
本
丸
」
の
受
注
で
、
川
重
、
住
友
重
機
械
工
業
、
石

川
島
播
磨
重
工
、
三
菱
重
工
ら
各
社
が
、
し
の
ぎ
を
け
ず
っ
て
「
新

日
本
丸
」
建
造
に
熱
い
視
線
を
送
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

こ
の
二
世
誕
生
と
と
も
に
第
一
線
を
ひ
く
「
日
本
丸
」
の
永
久

保
存
を
神
戸
に
と
い
う
市
民
の
切
な
る
声
が
高
く
な
り
、
四
月
十

九
日
、
神
戸
在
住
の
文
化
人
ら
が
、
国
際
会
議
場
（
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
）
に
集
ま
り
「
神
戸
日
本
丸
誘
致
推
進
会
」
（
朝
比
奈
隆

会
長
）
の
発
会
式
を
開
い
た
。
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ー一一

顕昌員＝血＝画零雪園Z車４，

ー一一

顕昌員＝血＝画零雪園Z車４，幹
事
小
松
左
京
（
作
家
）
幹
事
榛
木
茂
男
諭
押
経
済
同
友
会
）

杉
浦
昭
典
（
神
戸
商
船
大
学
教
授
）
西
村
隆
治
（
鋤
岬
頚
会
縦
所
）

玉
田
静
雄
（
認
》
跡
こ
ど
も
連
合
）
阿
児
重
夫
（
川
亜
労
組
委
員
錠
）

鳥
居
幸
雄
（
神
戸
市
港
湾
局
長
）
松
本
一
郎
（
迦
蝿
疑
心
財
団
）

川
西
祐
一
｜
一
郎
（
版
画
家
）
筒
井
康
隆
（
作
家
）

幹
事
織
田
正
吉
（
作
掌
）
上
田
英
夫
念
鈍
畦
鋤
戸
っ
子
）

夏
目
俊
二
（
癖
誹
牌
鋤
団
協
）
渡
辺
加
藤
一
霊
畔
崖
神
戸
）

高
橋
省
己
（
神
戸
女
子
大
教
授
）
黒
瀬
将
治
徳
却
淋
恥
釧
郷
趣
）

小
泉
康
夫
（
月
刊
神
戸
っ
子
主
宰
）
谷
垣
繁
光
緬
舗
諏
鋸
鋤
）

山
本
治
郎
（
神
戸
市
教
育
長
）
長
谷
川
好
道
銅
津
海
洋
少
年
）

顧
問
団

雑
踏
謝
謝
需
搾
準
碕
岬
識
豆
鑑
榊
研
一
）
（
嬬
韓
齢
一
式
聴
諏
蹄
皿
埜
準

石
野
信
一
（
紳
誌
謡
鋤
戸
）
小
谷
守
（
社
会
党
）

小
磯
良
平
（
画
家
）
本
岡
昭
次
（
社
会
党
）

白
川
渥
廓
録
諦
騨
康
委
）
渡
部
通
子
（
公
明
党
）

顧
問
砂
田
重
民
（
自
由
民
主
党
）
安
武
洋
子
（
共
産
党
）

（
衆
議
石
井
一
（
自
由
民
主
党
）
（
砕
雫
芦
田
克
士
燕
長
・
公
明
党
）

院
）
河
上
民
雄
（
社
会
党
）
森
田
五
郎
（
副
縦
長
・
民
社
党
）

渡
部
一
郎
（
公
明
党
）
村
岡
功
（
雑
準
錘
迩
醒
鴎
診

顧
問
浦
井
洋
（
共
産
党
）
寺
坂
光
夫
（
雛
褒
躍
龍
禦
）

幹
事
小
松
左
京
（
作
家
）
幹
事
榛
木
茂
男
諭
押
経
済
同
友
会
）

杉
浦
昭
典
（
神
戸
商
船
大
学
教
授
）
西
村
隆
治
（
鋤
岬
頚
会
縦
所
）

一
色
３
ケ
ｆ
胆
牒
へ
神
戸
市
こ
ど
も
連
合
一
『
川
口
埴
一
塁
』
だ
（
川
亜
労
組
委
員
錠
）

‐＝一苧‐＝一苧
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マ
戸
唾

１
．
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唇
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朝比奈会長、す
ン
カ
チ
ー
ム
、
豊
橋
市
、
富
山
県
新
滝
、

祁
Ⅲ
芋

霊
方
東
京
都
、
北
九
州
市
な
ど
の
立
候

】
忍
電
鰹
一
潅
苓
補
地
で
、
や
や
出
遅
れ
気
味
の
神

ｊ
酵
誌
戸
市
と
し
て
は
強
力
パ
ン
チ
で
運

マ
尋
便

輸
省
に
立
候
補
し
て
、
大
迫
力
で

ア
タ
ッ
ク
、
陳
情
し
よ
う
と
い
う

喪
室
）
こ
と
な
の
だ
。

緋
）
ま
た
、
今
回
の
立
候
補
し
た
保
存
地
も
、
国
際
港
都
ら
し
い
ス

農
）
ケ
ー
ル
で
、
生
誕
の
川
崎
重
工
に
近
い
「
メ
リ
ヶ
ン
パ
ー
ク
」
に

山
）
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の
「
メ
リ
ヶ
ン
パ
ー
ク
」
は
、
中
突
堤
か

ら
メ
リ
ケ
ン
ピ
ア
ー
の
間
の
水
面
を
埋
立
て
て
〃
ミ
ナ
ト
神
戸
の

っ
子
）
再
発
見
を
め
ざ
し
て
“
流
通
の
近
代
化
に
対
応
で
き
る
、
働
き
が

）
い
の
あ
る
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
港
に
し
よ
う
と
、
神
戸
港
中
突

瀦
）
堤
地
区
再
開
発
を
め
ざ
し
て
昭
和
五
十
二
年
か
ら
神
戸
市
が
、
委

）
員
会
を
市
民
の
代
表
と
共
に
作
っ
て
ね
り
あ
げ
た
「
メ
リ
ヶ
ン
パ

ヰ
）
－
ク
構
想
」
だ
。

こ
の
推
進
会
が
設
立
し
た
後
、
宮
崎
辰
雄
名
誉
会
長
、
朝
比
奈

）
隆
会
長
ら
と
幹
事
や
顧
問
五
十
人
が
、
市
立
滝
島
小
学
校
一
年
生

）
の
百
五
十
人
と
共
に
、
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
入
港
中
の
「
日
本

丸
」
へ
表
敬
訪
問
。
江
志
英
敏
キ
ャ
プ
テ
ン
や
訓
練
生
に
迎
え
ら

れ
、
会
長
か
ら
記
念
品
の
贈
呈
、
「
日
本
丸
」
の
カ
ラ
ー
パ
ネ
ル

を
キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら
と
い
う
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を

機
に
、
市
民
の
大
署
名
運
動
や
、
運
輸
省
へ
の
陳
情
が
始
ま
る
。

党
）
顧
問
の
河
上
民
雄
さ
ん
が
「
サ
ケ
は
産
卵
期
か
ら
万
里
の
涯
を

社
党
）
通
っ
て
ふ
る
さ
と
へ
帰
る
の
で
『
日
本
丸
』
も
き
っ
と
神
戸
へ
帰

鴎
塗
っ
て
く
る
」
と
い
っ
た
言
葉
が
よ
み
が
え
る
。
日
本
丸
よ
母
な
る

耀
禦
）
ふ
る
さ
と
神
戸
へ
早
く
帰
っ
て
お
い
で
〃
率
〈
小
泉
美
喜
子
〉

，p 画q 毒－

朝比奈会長、す
ン
カ
チ
ー
ム
、
豊
橋
市
、
富
山
県
新
滝
、

『
〆
毎霊

方
東
京
都
、
北
九
州
市
な
ど
の
立
候

潅
苓
補
地
で
、
や
や
出
遅
れ
気
味
の
神

４
酵
誌
戸
市
と
し
て
は
強
力
パ
ン
チ
で
運

輸
省
に
立
候
補
し
て
、
大
迫
力
で

ア
タ
ッ
ク
、
陳
情
し
よ
う
と
い
う

こ
と
な
の
だ
。

ま
た
、
今
回
の
立
候
補
し
た
保
存
地
も
、
国
際
港
都
ら
し
い
ス

ー
ル
で
、
生
誕
の
川
崎
重
工
に
近
い
「
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
」
に

と
、
い
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
、
神

戸
「
日
本
丸
」
誘
致
推
進
会
の
顔

ぶ
れ
で
、
政
財
界
、
文
化
、
教
育
、

労
組
、
海
運
界
と
、
顧
問
団
も
超

党
派
、
経
済
、
文
化
の
代
表
こ
ぞ

っ
て
協
力
す
る
と
い
う
珍
ら
し
い

体
制
の
市
民
運
動
だ
。

朝
比
奈
会
長
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

最
強
ラ
イ
バ
ル
は
昭
和
五
十
五
年

五
月
に
立
候
補
し
た
神
奈
川
県
横

浜
市
。
他
に
小
樽
と
北
海
道
の
協

日本丸を見学する港島小学校の子供たちと宮崎市長、
江志キャプテン
日本丸を見学する港島小学校の子供たちと宮崎市長、
江志キャプテン

と
、
い
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
、
神

戸
「
日
本
丸
」
誘
致
推
進
会
の
顔

ぶ
れ
で
、
政
財
界
、
文
化
、
教
育
、

労
組
、
海
運
界
と
、
顧
問
団
も
超

党
派
、
経
済
、
文
化
の
代
表
こ
ぞ

っ
て
協
力
す
る
と
い
う
珍
ら
し
い

体
制
の
市
民
運
動
だ
。

朝
比
奈
会
長
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

最
強
ラ
イ
バ
ル
は
昭
和
五
十
五
年

五
月
に
立
候
補
し
た
神
奈
川
県
横

浜
市
。
他
に
小
樽
と
北
海
道
の
協
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、

最近では本来の味と香りに出会うのがむずかしくなっています｡ それは食品添
加物の影響…？現在､ 着色料･ 保存料･ 漂白剤など化学合成による食品
添加物は約3 3 0 種もあり､ ほとんどの食品に含まれていまれそれに､ この食品添
加物は単に味覚の面だけでなく､ 人体にも悪影響を及ぼすのではないかと心
配されていますb 食べ物さえも大量生産･ 大量消賀時代に惑わされ､ 単なる商
品として扱われはじめた今日｡ そのために失われるものの大きさを､ 私たちは気
づかずにいるのではないでしょうか｡ ナチュラルハウスの自然食品コーナーで
は食品添加物に頼らずできるだけ自然の栄養を活かした食品を数多く取り
揃えていますb例えば調味料では…化学塩ではなくたがﾘ入りの昔ながらの塩、
長期間じっくり鴎かせた天然醸造の味噌･ 酢･ 醤油…などがあります｡ すべ
てが安全性はもちろん､ 本来の味覚を備えたものばかりで､ 炎また神戸店では自
然食料理が召しあがれる自然食パーラー. サンﾄ ﾏ ﾄ " がありま魂一度ご利用
になられませんか｡ きっと｢ 自然｣ の美味しさにご満足いただけることと思いまれ

その他の取扱品目し●生鮮食品コーナー/ 無農薬で有機肥料の野菜や果物
放牧飼育の牛･ 豚･ 鶏の肉●栄養補助食品コーナー/ 偏った栄養にバランスを
●輸入食品コーナー/ 自然食の先進国から直輸入●自然化粧品コーナー/ お肌
にやさしい植物油が主原料●家庭用品ｺ ｰ ﾅ ｰ / ﾛ 用品からはじまる健康管理
●ブックコーナー/ 自然食の梢報をお届けします－神戸店ではr より健康な生
活への語らい｣ を共通のテーマに､ 3 つの自然が仲間入りしています｡ －■自然
食料理の部屋サンﾄ ﾏ ﾄ / 自然が味わえるパーラー■自然美容の部屋サムソン＆
デリラ/ 自然美容とすぐれた技術の美容室■漢方薬の部屋カンポウファーマシー
/ 健康の切札となる漢方薬専門店ナチュラルハウス神戸店
至神戸至三宮
固■｜国鉄元町｜■■ロ

囲ﾁ ｭ ﾗ ﾙ ﾊ ｳ ｽ
センターヤ訂

収神元町

で

元町通I 】⑳ファミリアb 』、大丸

〒6 5 0神戸市中央腿尤町通り2 - 7 7念0 7 8 ( 3 9 2 ) 3 6 6 1
年中禁休･ 岱柔畔Ⅲ1 0 : 0 0 A . M ・~ 8 ; 0 O P M

自由が丘店
〒152束京都ﾛ1Mｌｘ1.jIIIが丘113-14垂03(718)1738
下北沢店
〒1 5 5照応部1 1叩1芥区北沢2 2 6 - 3壷O 3 I 4 6 5 ) 8 5 5 6
青山店
〒１０７鯉京祁港以北i 1 M l 3 - 6 - l 8 金0 3 ( 4 9 8 】2 2 7 7

一国
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噂ファミリーでようこそ‘2 ９ 福井健・美佐子さん父娘
〈# 禰井商店・スタイルピル代表取締役〉

「週ｌ同習っているジャズダンスの時間がとっても楽しい」と話す美佐子さん（神戸山
手女子学園高等部３年生）は４人きょうだいの一番上。弟さんや妹さんのめんどうをよ
くみる、料理や家事が得意なとても家庭的なお嬢さんです。
美佐子さんのピアノで「マイウエイ」などを唄うのが趣味のお父さまは、学生時代グ
リークラブで活躍されたとかで歌の方も本格的。とにかく体を動かすのが好きで休日は
スカッシュにゴルフに汗を流しておられます。「父の日」には４人のお子さんがそれぞ
れ趣向を凝らしてプレゼント、昨年はお小遣いをはたいてシガレットボックスを贈った
美佐子さん、ｒ今年は何を？」と尋ねたら「ナイシヨ」と教えてもらえませんでした。

；洲〃〃'義
神戸市中央区下山手通２丁目5 - 5 （トアロード)ＴＥＬＯ７８( 3 3 1 ) ７１６８
６月７，８，２１日休ませていただきま戎
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アーモンドの香り－マンテルチーゲル
本社・神戸市東灘区甲南町1 丁目4 - 2 6 ＴＥＬ（0 7 8 ) 4 5 1 - 0 3 2 1 ( 代）
本店・神戸市中央区元町3 丁目２－１１ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 3 1 - 7 3 6 7 ( 代）
直営店・本店さんちか三番街ボートアイランド店取扱店全国有名百貨店
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